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親子おこしもの作り教室 2月7日㈯

ふれあい映画会 12月13日㈯

親子凧作り教室 12月6日㈯
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　恒例の『親子おこしもの作り』が２月７日(土)に開催されました。衆議院議員選挙前日ということもあり今回

はホールではなく講義室での催しとなりましたが、12組33名(子ども17名、大人16名)のご参加がありました。

　この地方に古くから伝わるおこしものの作り方ですが、米粉に熱めのお湯を注ぎながら捏ね、生地を耳たぶほ

どの硬さにします(米粉とお湯が約1対1の割合)。できた生地を、ラップを敷いた様々な木型(花や車、ドラえもんな

ど)に押し込んで成形し、食紅で色付けをしていきます。それを15分～20分蒸して完成です。

　過去に参加した経験のある方は慣れた様子で手際よく作られ、初めての方は「これぐらいの硬さかな？」「柔ら

かくなっちゃった！もっと粉入れようよ」などとおっしゃりながらも試行錯誤を楽しんでおられました。生地を大

切そうに手のひらにのせ丁寧に塗る子、赤黄緑の３色を豪快に塗る子、生地に直接食紅を練りこみパーツを分け

て作る子など進め方はさまざまでしたが、全体が和気あいあいとした雰囲気で包まれていました。いつの間にか

親御さんも色付けに熱中する様子が見られ、地域の伝統食を守っていく良い機会となったことと思います。

　この教室では成型するところまでを行い、あとはご自宅に持ち帰り蒸していただくようになるのですが、自分

たちの手で作ったおこしものはより美味しく思い出深いものになったかと思います。今回お越しくださった皆さ

ま、本当にありがとうございました。

　まだ参加したことのない方やご興味のある方は、来年の親子おこしもの作りにいらしてみてはいかがでしょう

か？一緒に唯一無二のおこしものを作りましょう。 青少年部会　上野奈未

　12月13日（土）、森岡小学校体育館において「ふれあ

い映画会」を開催いたしました。

　今冬一番の寒波の中、約200名の子どもたちと保護者

の皆様にご参加いただき、盛況のうちに終了しました。

上映作品は2025年2月に公開された「野生の島のロズ」。

　嵐により孤島に流れ着いたロボット“ロズ”が、自然

の中で動物たちと心を通わせながら生き抜く姿を描い

た作品です。

　冒険と友情、命の大切さをテーマにした内容は、子ど

もから大人まで楽しめる感動作でした。上映後にはお

菓子のプレゼントを行い、子どもたちに大変喜ばれまし

た。

　今回の開催にあたり、子ども会役員の皆様のご協力

に深く感謝申し上げます。来年度も引き続き、地域の皆

様に楽しんでいただける映画会を企画してまいりま

す。

　多数のご参加をお待ちしております。

青少年部会　伊藤辰重

　森岡コミュニティセンターに於いて、12月6日（土）に『親子凧作り教室』が開催されました。

　多くの親子の方に参加いただき、ありがとうございました。

　長年開催されているこの教室ですが、昨年の参加者は20組57名の参加でしたが、今年は23組61名が参加さ

れ当初の募集枠を超える参加をいただきました。

　ご指導いただきました、鈴木先生の話を聴き、お子様が自ら好きなキャラクターなどの絵を描き始めるなか、

お母さん・お父さんは竹ひごの骨組み貼り付けに頭を悩ませながら真剣に取り組んでいらっしゃいました。

　紙の張り付け後は、糸張り・尾付けを進める凧作り風景が見られ、自慢の作品ができたのではないでしょう

か。

　本日の教室時間内に完成しなかったお友達は材料・後作業を確認し宿題として完成させ、2026年2月1５日

（日）の森岡コミュニティ主催の【凧上げ大会】に参加しましょうと呼びかけました。

　ご親切なご指導をいただきました、鈴木先生に感謝申し上げます。 青少年部会　堀尾則美

上映終了後、お菓子を配りました。
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第36回凧上げ大会を開催しました 2月15日㈰

北部中学校・大凧制作風景

大凧デザイン賞

12月26日㈮・1月6日㈫

　北部グラウンドで凧上げ大会を行いました。今年は1週前の大寒波が嘘のように、とても暖かく、少し動くと汗

ばむほどの陽気になりました。そのおかげで、たくさんのご家族連れの方々にご参加いただき、会場はにぎやか

でした。

　午前中は風がほとんどなく、「本当に凧は上がるのかな...?」と心配になるほどでしたが、参加した保育園児、

小学生、そして一般の皆さんは、自分で作った凧を手に、タコ糸をぎゅっと握りしめて元気いっぱいに走り回って

いました。「高く上がった De 賞」を目指して一生懸命な姿がとても印象的でした。

　大凧上げが始まると、微風の中で風に乗せるのに苦労するチームもありましたが、うまく風をつかんで大凧が

高く上がった瞬間には、会場中から大きな歓声と拍手がその場の空気が一気に明るくなり、とても盛り上がりま

した。

　今年もぜんざいとみたらし団子が無料で振る舞われ、子どもから大人まで多くの方が「おいしい!」と笑顔に。

また、参加者・見物客のみなさん全員が参加できる「お楽しみ抽選会」も大好評で、当選した方のうれしそうな表

情があちこちで見られました。

　大会の開催にあたり、コミュニティ推進員の皆さん、北部中学校 森岡小学校の皆さんをはじめ、多くの方々に

準備から当日の運営までご協力いただきました。皆さまのお力添えの おかげで、今年も無事に楽しい大会となり

ました。心より感謝申し上げます。

　来年もたくさんの方々のご参加をお待ちしています! 青少年部会　伊藤辰重

　恒例となった「大凧作り」を年末年始の２日間、北部中学校で行いました。中学生はボランティア参加の為、

26日は５名、6日は７名の参加でした、指導する先生役として森岡区議員OB会の方６名と区議員８名の総勢約20

名で凧作りをスタートしました。

　初日は、すでに大凧の絵は描いてあった為、竹ひごで高さ2.6ｍ×横2ｍの大凧の枠を作成後、絵を張り付けま

した。そして、左右及び上下のバランスを注意しながら蝋（ろう）で固定後タコ糸で固定し、大凧の絵を張り付け

初日は終了しました。

　年明けの2日目は凧本体に凧を上げるときの紐を合計24か所縛り付け、全体のバランスを取りながら大凧は

完成しました。作成した中学生は記念に大凧の裏にサインなどを記入し、凧が高く上がる事を願いました。

青少年部会　堀尾則美
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凧上げ大会表彰

デザイン賞
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森岡小学校・6年生

デザイン賞
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北部中学校
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S26年卯辰会 S18・19年未申会 区議OB会 森岡台自治会

表彰された皆さん　おめでとうございます

ぜんざいとみたらし団子を振るまいました

本年も見事な大作が揃いました


